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平成29年度復興支援事業 九州北部豪雨復興支援報告会

【 報 告 内 容 】
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「すくすく朝倉の未来隊！」はプレー
パークをつくりたいという子育て中
の母親が立ち上げたグループで、現在
メンバーは 18 人。９割が子育て中の
母親。2014年に朝倉市内で開催され
たノーバディズ パーフェクト（NP／
完璧な親なんていない）の講座の参加
者を中心に、2017年２月に立ち上げ
た。NP 講座の講師であった協会の地
域運営委員で宗像プレーパークプ
レーリーダーの藤原浩美さんからプ
レーパークのことを教わったことが
きっかけ。

2017 年５月に朝倉市提案型公募事業に応
募し、６団体中２団体の一つとして採択さ
れ、具体的な活動を開始。市内ではプレー
パークという言葉自体を知らない人が多い
ため、プレーパークの勉強会や、プレーリー
ダーの養成講座をやろうと活動を始め、６
月に宗像プレーパークの視察へ。その後、
７月 17 日に天野秀昭さんの講演、プレー
リーダーの養成講座を行うという計画を立
てていたが、７月５日に九州北部豪雨災害
が発生しました。レーリーダーの藤原浩美さんからプレーリーダーの藤原浩美さんからプレーリーダーの藤原浩美さんからプレーリーダーの藤原浩美さんからプレーリーダーの藤原浩美さんからプレーリーダーの藤原浩美さんからプ

レーパークのことを教わったことがレーパークのことを教わったことがレーパークのことを教わったことがレーパークのことを教わったことがレーパークのことを教わったことがレーパークのことを教わったことが



主催：特定非営利活動法人日本冒険遊び場づくり協会
〒154-0003　東京都世田谷区野沢3-14-22    <WEB> http://bouken-asobiba.org
お問い合せ：災害対策委員会事務局　　03-5430-1060　MAIL info@bouken-asobiba.org

協会が熊本地震の被災地へ寄贈したプレーカー（お
もしろカー）を一ヶ月借りられることになった。協
会の地域運営委員でもあるIPAくまもとの濱崎さん
が熊本から届けてくれた。自衛隊の車がいっぱい
の駐車場で引き渡し。場違いだったけど、それぐ
らい笑顔があふれた。災害後に初めて笑顔になっ
た日だった。

冒険遊び場づくりの経験がなく、どう場づくりをし
て良いかわからなかったので、濱崎さんに相談した
ところ、現地に来てくれて、アドバイスをもらいな
がら場づくりをした。ここまで水遊びするのか？と
いうぐらい、遊んでいる子どもたちを見て、濱崎さ
んが「あれは水害ごっこ」と教えてくれた。他にも泥
水で遊んでいる子どもたちに「きれいな水に声を替
えようか」と声をかけたところ、「替えなくていい、
僕ら泥水をかぶったやん」という言葉を聞いて、遊
びを通して自分たちで洪水の体験を処理しようとし
ていることがわかった。生活で笑えない状況が続い
ている中で、遊べる場所が必要だと実感した。

プレーカーがきたことで、遊び場
づくりをすることができたし、や
はり必要だと感じた。一ヶ月を経
てプレーカーを返却することに
なったが、「子どもたちが楽しみに
している遊び場をやめるわけには
いかない」と月１回はプレーパー
クを継続することに決めた。

その後、天野さんの講演会を11月12日に開催し、
現在プレーリーダーの養成講座を実施中。一回諦
めかけた「復興が先、お年寄りが先、子どもや女性
のことをどうにかと言えない」というときに、天野
氏が来てくれて、藤原さん、濱崎さん、近くの人
たちが来てくれた。様々な団体さんと繋がり、支
援をしてもらえている。それがあったからプレー
パークを続けられているし、これからもやってい
ける状況が作れている。子どもたちだけでなく大
人も笑顔になれる場所づくりをしていきたい。

急遽遊び場づくりが始まった。新
聞やテレビに取り上げてもらい、
１ヶ月に８回、プレーパークや遊
び場づくりができることになった
（※注釈：具体的な活動内容につい
ては「すくすく朝倉の未来隊！」の
Facebookページで詳しく報告さ
れていますので、そちらをご確認
ください）。
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